
兵庫フットボールクラブ

ＢＯＹ’Ｓとサッカースクールの違い

サッカースクールでは、運動能力を高める（特に神経系統）ことを最大の目標に取り組んでいます。

そして、「みんなと楽しくゲームができる」という目標も設定しています。それは、サッカーの技術を身に

つけ、友達と協力する（社会性を育てる）心を育てるためです。サッカースクールでは、みんなが同じ練

習をし、同じ条件でサッカーに取り組んでいます。一言でいえばみんな平等です。

しかし、ＢＯＹ’Ｓは、サッカースクールと同じように平等ではありません。ほかのチームと試合をす

るとき、8 人しか試合に出ることができないわけですから、試合に出ない子供がいます。16 人ちょうどな

ら前後半に選手を入れ替えれば平等になるかもしれませんが、たくさん試合に出る子、少ししか試合に出

ない子がいるのは事実です。

兵庫ＦＣＢＯＹ’ＳはＴＯＰレベルの選手育成を目指しています。しかしセレクションは行っておりま

せん。どんな子供でも受け入れています。

ＢＯＹ’Ｓに来た子供たちはみんなＴＯＰレベルの選手に育てようと努力しています。試合は、最善の

結果が残るように、望んでいるので、全員の子を試合に出そうとも考えていません。

子供たちは、我々のそんな気持ちを十分に理解し、日々努力しています。「勝たなければならない試合。

選手に経験をつませようとしている試合。」も感じ取ってくれます。

スクールや合宿の時は、「みんな仲良く、分け隔てなく、・・・。」と指導していても矛盾はありません。

大会で試合が始まれば、レギュラーとサブ、はっきり区別されます。子供たちはこんな矛盾（みんな平等

にはできない）もしっかりと受け止めています。

スクールのミニゲームの時に、「お前はサブだから、ベンチで見ていて。」なんて言えば、子供たちは騒

ぐでしょうね。ＢＯＹ’Ｓの子供たちは、試合に出る、出られないということで不平不満を言う子供たち

はいません。それだけＢＯＹ’Ｓの選手は、人間社会（スポーツの社会）の厳しい現実の中で戦っている

ということです。それ故に、スクールとは違った経験の中で、ワンランク上の人間教育をしていると認識

しています。

4年生の試合の時、ある子が、「僕、試合に出てない。」と言いました。すると 5年生の子が、

「お前な、そんなこと言うんやったら、もっと練習して上手くなったら？」

で終わり。子供同士は、甘えがないので厳しい。これが現実。この子の親は練習のとき、自分の子供がふ

ざけていることが多い現実を知らないから、「かわいそう」となるのだが。親子の人間関係より、友達同士

の人間関係のほうが、子供を育てることもあります。

「兵庫ＦＣは差別するらしい。」という評判を耳にすることがありました。兵庫ＦＣＢＯＹ’Ｓの保護者が

言っていたそうですから「試合に出る、出られない。」の話からだと思います。長年サッカーを指導してき

ましたが、こんな風に言われることは正直ショックです。スポーツの社会で、全員平等ということは不可

能だと考えています。



平等ということは不可能にしても全員試合に出すことは可能です。

上手な子、下手な子、頑張っている子、ふざけることの多い子、あまり練習に来ない子、いろんな子供が

いるが、試合にくれば必ず出す。こういう方法も考えられますが、それで子供は育つのでしょうか。いつ

も練習に来ない子が試合に出て、毎日真面目にやっている子が交替させられた、それはそれで不満は残る

はずです。「あちらを立てればこちらが立たず。」の言葉通りです。

少なくとも兵庫ＦＣは全員平等に試合に出そうとは考えてはいません。子供たちは最高の努力をしてくれ

ています。自分にできる最高のパフォーマンスを発揮してくれます。スクールでは経験できない状況の中

で、ワンランク上の人間に育っていると自負しています。

スポーツという厳しい社会の中で子供を育てる

・運動能力の向上

・社会性、協調性を身につける

・厳しさの中で、人間としての優しさを育む

・サッカー選手としての技術、戦術を高める

こんなことに意義を感じる人は、是非、ＢＯＹ’Ｓに入ってください。

サッカーが上手い、下手ではなく、家庭教育・学校教育できない人間教育ができると思っております。こ

の人間教育を一ことで言うならば「自立する」と私は表現しています。

逆に、試合に出られないという不満を親が口にすれば、その段階で、兵庫ＦＣの中でやっていくことは難

しくなります。いや、兵庫ＦＣではやっていけないでしょう。

指導者と保護者の信頼関係がなくなり、保護者同士の人間関係が悪くなれば、その段階で子供は育ちませ

ん。

子供たちは、

「試合に出られなくても次は出られるように頑張ろう。」そう思って、辛抱し練習しています。

保護者の方も子供と同じように辛抱し、子供の努力を待つ必要があると思うのですが・・・。


